
株式会社シー・シー・ダブル

1. 活用推進者

2. 会社概要

部署：サービスビジネス本部
役職：副本部長
氏名：石井 賢治

 社 名
 所 在 地
 設 立
 代 表 者
 資 本 金
 社 員 数

：株式会社シー・シー・ダブル
：東京都新宿区西新宿2‐7‐1 小田急第一生命ビル14F
：1978年11月29日
：金成 葉子
：1000万円
：150名

3. iCD取組み効果

経営戦略の達成とイノベーションを呼ぶ会社組織の構築

自身の成長と組織へ
の貢献

組織ミッションの達成
とチームの強化

自社タスク定義
AsIs＆ToBe

経営

組織
リーダ

社員
（個人）

：成果のあった項目（実線）

：今後成果を予定している項目（点線）

正社員採用の
基準

能力において
の報酬制度

要員配置の基
礎資料

各従業員の能力
把握

従業員の

キャリアアップ計画

置かれているポジションの
本来あるべきタスクの把握

自身の位置の確認と目標
設定



予定している効果内容4.2. 効果を予定している項目

契約社員から正社員への採用プロセスとして活用する

管理者層以外の従業員の能力が見えるようになり、その能力に応じて
報酬が決められる

4. iCD取組みの効果及び今後予定する効果内容

効果内容4.1. 効果のあった項目

新規業務の立上げメンバーや、他部署支援メンバーを選定する際
にiCDのタスク診断結果を使用した

従業員の成長や、不足部分が可視化できた
現場全体のレベル状況を可視化することができた
現場研修の優先度を策定するのに役立てた

経験年数に囚われず適性に沿った業務役割を検討できるようになった
異動要員選出の際に参考データとして利用した

他の従業員との能力比較が可能となった。
新規要員に対して、必要なタスクを意識させることができた

自身のスキルアップや改善を確認させることができた。

要員配置の基礎資料

正社員採用の基準

各従業員の能力把握

自身の位置の確認と
目標設定

置かれているポジショ
ンの本来あるべきタス

クの把握

従業員のキャリアアッ
プ計画

能力においての報酬
制度



5. iCD活用に対する現場からの評価の声

社員育成に役立つツールだと感じている。
コールセンターのコンサルビジネスと組み合わせたい

今の部署での目標設定や、キャリアアッププランに活
用できるツールになると感じた。

今ある業務の実績データと組み合わせた評価が必要
になる。工夫や整理が今後の課題である。

普段の業務では意識していない本来のタスクがある
事に気付いた。
自身の今後の目標設定をするのに参考になる。

経営者

現場リーダー

社員



6. iCD取組みの効果

企業毎に有力な情報を記載

・従業員の強み、弱みを一覧で見ることにより、各リーダーが今後、個人ごとの強化分野
を考えやすくなった。
・現場研修の優先度が見えやすくなり、研修スケジュールを策定しやすくなった。



6. iCD取組みの効果

企業毎に有力な情報を記載

・新規業務立つ上げメンバーや他部署の支援メンバーを選出する際、iCDのタスク遂行
力を判断材料とした。
それにより即戦力人材として現場に投入する事ができた。
・タスク診断のデータを参考にすることで、本人の適正に応じた異動先を検討できるよ
うになった。

【リーダー異動時に重視したタスク】

【オペレーター異動時に重視したタスク】



6. iCD取組みの効果

企業毎に有力な情報を記載

・iCDのタスク一覧で自己診断することにより、自身が求められているタスクを把握する
ことができるようになった。
・目標とする役割に求められるタスクを把握することができるようになった。



6. iCD取組みの効果

企業毎に有力な情報を記載

・若手や異動して期間の短い要員は順調に成長できていることを伝え意欲向上できるよう
にし、中堅以降の要員は弱点や求められている点を再認識させることができた。


